
【７】 
テーマ「人間関係」 

タイトル「タイトルを決めるのはあなた」 

～子どもが電子メディア機器（携帯電話・スマートフォン等）と上手に関わるために～ 

 

【学習のポイント】 

○新しいコミュニケーションツールである携帯電話・スマートフォン等、電子メディア機器に子

どもが上手に関わっていくことについて意見交流することをとおして、子どもとの関わり方を見

つめ直す機会にするとともに、新しいコミュニケーションツールへの関わり方について子どもと

共に学ぼうとする態度を養う。 

【キーワード】共に学ぶ 

【すすめ方（９０分）】 

流れ 分 主な活動 主な発問 留意点 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１ 本研修会のねらいや

進め方を理解する。 

・研修の目的、流れ 

・話合いのルールの確認 

（参加・守秘・尊重） 

・自己紹介（名前・子ども

の学年・お題等） 

■本研修会のねらいや進め方につ 

いて説明します。 

※参加型で研修を進めることを伝

える。 

 

お題の例：「最近気になる 

ニュース」 

◆話合いのルール

「参加・守秘・尊

重」をおさえる。 

◆事前に４人のグ

ループの座席にし

ておく。 

◆アンケートを「お

題」としてもよい。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

２ 子どもの電子メディ

ア機器への関わりにつ

いて話し合う。 

（１）児童生徒アンケー

ト結果をもとに話し

合う。 

 

 

（２）子どもが電子メデ

ィア機器に関わる時

のメリット・デメリ

ットについて考える。 

 

 

 

 

■児童生徒アンケート結果を踏

まえ、普段から子どもの電子メデ

ィア機器の使い方について思って

いること、感じていることを話し

合ってください。 

■子どもが電子メディア機器に関

わる時、「いいな」「便利だな」（メ

リット）と思うことと、「いやだ」

「不安だな」（デメリット）と思

うことを付箋に書き出しましょ

う。 

 

◆事前にアンケー

トが実施できない

場合、他のアンケ

ート結果や鳥取

県・全国のデータ

を活用してもよい。 

 

 

◆メリット、デメ

リットどちらも考

えるよう促す。 

 

１ 



 

 

１０ ①個人 

メリット…付箋（青） 

デメリット…付箋（赤） 

②グループ 

 

■個人で考えたメリット・デメリ

ットについてグループで話し合い

ます。書いた付箋を模造紙に出し

ながら考えたことを紹介し合いま

しょう。 

■出た付箋をグループごとに分け

キーワードをつけましょう。 

◆合意形成しなが

らメリット・デメ

リットを整理して

もらう。特に、デ

メリットに対する

思いを話し合って

もらい、展開２に

つなげる。 

展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

１０ 

３ 子どもが電子メディ

ア機器に上手に関わ

る上での意見を交流

する。 

（１）「考えてもらいたい

お題」をグループで考

える。 

 

 

 

（２）グループで考えた

「考えてもらいたいお

題」を他のグループに

考えてもらう。 

（質問タイム） 

・【交流（８分）＋報告（２分）】×３回  

 

（３）出た意見について

グループで意見交流す

る。 

（４）ギャラリーウォー

クで他のグループの質

問やそれに対する回答

を見てまわる。 

■メリット・デメリットを踏まえ、

子どもが電子メディア機器に上手

に関わる上で、よりよい問題解決

に向けて皆さん（他のグループ）

に考えてもらいたいお題をグルー

プで考えましょう。また、お題が

できたグループは模造紙の中心に

書き、円で囲みましょう。 

 

 

■グループで考えたお題を他のグ

ループの人に考えてもらいます。

グループの代表者は模造紙を持

って他のグループに移動し、お題

を考えてもらいましょう。（交流） 

■時間になりましたので、代表者

はもとのグループに戻り、出た意

見をグループの人に報告しましょ

う。（報告） 

■質問タイムを終わります。出た

意見をもとにグループで意見を交

流しましょう。 

■他のグループの様子を見てまわ

りましょう。まわりながら「この

意見はよい」と思うものがあれば

そこに「いいね」シールを貼りま

しょう。 

 

◆展開１の課題を

展開２に生かすよ

うにする。 

◆質問例を提示

し、思考を促す。 

◆保護者自身の携

帯電話・スマート

フォンとの関わり

も考えてもらいた

い。 

◆移動の仕方を指

示し、移動の重複

がないようにする。 

 

◆グループ代表者

は毎回交代するよ

うにする。 

◆模造紙に意見交

流したことを記述

してもよい。 

◆準備物「いいね」

シール。 

◆発表してもらう

場合、発表者をあ

らかじめ決めてお

く方がよい。 

２ 



まとめ 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

４ まとめ 

◎いじめの未然防止 

・人間関係づくり 

・共に学ぶ 

・連携 

５ ふりかえりシートの

記入 

※グループで出た意見や本時の活

動と、いじめの未然防止や人権教

育とのかかわりを話してまとめと

する。 

◆意見を１～２つ

程度紹介する。 

 

 

【参考資料】模造紙イメージ 

子どもが電子メディア機器と上手に関わるために 

メリットは…（いいな・便利だな）デメリットは…（いやだ・不安だな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

怪しいサイトにアクセスさせないため 

保護者はどのようにすればいいでしょうか 

写真を勝手にとられる 

自分が写っている写真を勝手

にブログなどに投稿される 

どこにいるか分かる 

知りたい情報がすぐに見つか

る 

友だちと共通の話題ができる 

親子の会話が増える 

電話をかけたい時にかけられ

る 

迷惑メール 

親子で楽しめる 

 使う時間を守らず親子げんか

になる ゲームのやり過ぎで勉強しな

い 

いろんなサイトにアクセスす

る 名前や通っている学校など他

の人に知られる（個人情報） 

３ 



【学習資料】インターネットの利用に関する児童生徒アンケート 

 

インターネットの利用に関するアンケート 

（対象：小学校中学年～中学校） 

１ あなたが使っている電子メディア機器はどれですか。（あてはまるものすべて） 

①携帯電話 ②スマートフォン ③パソコン ④タブレット ⑤音楽プレイヤー  

⑥携帯型ゲーム機 ⑦据え置き型ゲーム機 

 

 

２ あなたは電子メディア機器をどのくらい利用していますか。（あてはまるもの１つ） 

①毎日（１日あたり約   時間） ②週４～６日（１日あたり約  時間）  

③週２～３日（１日あたり約  時間） ④週１日以内（１日あたり約  時間） 

⑤ほとんど利用しない 

 

 

３ あなたは電子メディア機器をどんなことに使っていますか。（あてはまるものすべて） 

①家族との連絡 ②友だちとの連絡 ③ゲームをする ④写真・動画を見る ⑤写真・動画をとる 

⑥写真・動画を投稿する ⑦音楽をきく ⑧分からないこと、知りたいことを調べる  

⑨買い物をする ⑩その他（                        ） 

 

 

４ あなたは電子メディア機器を使う場合、家族とルールを決めていますか。（あてはまるもの１つ） 

①ルールを決め、しっかり守っている ②ルールを決めているが、あまり守っていない 

③ルールは決めていない 

 

 

５ あなたが電子メディア機器を使っていて困ったこと、いやなことはありますか。（あてはまるものすべて） 

①友だちとのトラブル ②迷惑メール ③悪口を書かれた ④勝手に写真をとられた  

⑤知らない人から連絡がきた ⑥夜遅くまで使い、寝不足になった ⑦手放せない  

⑧その他（             ） ⑨困ったことはない 

 

 

６ もし、あなたが電子メディア機器を使っていて困ったことやいやなことがあったとき、どうすると思います

か。（あてはまるものすべて） 

①家族に相談 ②学校に相談 ③友だちに相談 ④警察に相談 ⑤その他の人（    ）に相談 

⑥誰にも相談しない ⑦その他（             ） ⑧わからない 

 

４ 


